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四
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六
年

の
皆
さ
ん
は
、
十
月
二
十
三
日
に

行
わ
れ
る
久
米
島
地
区
童
話
お
話

大
会
に
本
校
代
表
と
し
て
出
場
い

た
し
ま
す
。
大
会
は
、
低
学
年
の

部
が
、
仲
里
小
学
校
。
高
学
年
の

部
が
比
屋
定
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

す
。
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
で

き
ま
す
よ
う
皆
様
の
励
ま
し
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
校
で
は
、
望
ま
し
い
人
間

関
係
の
形
成
と
個
性
の
伸
長
を

図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
四
月
か

ら
、
五
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
外
部
講
師

と
し
て
三
線
ク
ラ
ブ
に
吉
田
先

生
、
茶
道
ク
ラ
ブ
に
前
川
先
生

を
迎
え
四
年
生
～
六
年
生
ま
で

の
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ

で
協
力
し
合
い
助
け
合
い
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

約
半
年
間
の
活
動
で
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
、
活
動
に
没
頭
し

日
々
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
御
指
導
く

だ
さ
り
ま
し
た
皆
様
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
天
然
記
念
物
と
し
て
、
校

庭
に
は
コ
バ
デ
イ
シ
と
ガ
ジ
ュ

マ
ル
が
ど
っ
し
り
と
根
を
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
百
周
年
記

念
事
業
に
地
域
の
皆
様
に
よ
っ

て
植
樹
さ
れ
た
四
本
の
松
が
学

校
の
歴
史
と
多
く
の
方
々
の
想

い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

十
四
日
に
松
の
剪
定
が
行
わ

れ
見
事
な
枝
ぶ
り
を
披
露
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
剪
定
作
業
の

学
校
支
援
を
く
だ
さ
り
ま
し
た

平
田
様
、

宇

久

里

様
、
宮
平

様
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い

ま

し

た
。

本校においては、地域の自然や文化等を素材に、体験活動

等を年間を通して計画的に実施しています。低学年において

は、あいさつなどの基本的な生活習慣、社会生活上のきまり

を身に付け、善悪の判断し、人間としてしてはならないこと

を中心に、中学年では、集団や社会の決まりを守り、身近な

人々と協力し助け合う態度の育成など、高学年では、法やき

まりの意義を理解することや、相手の立場を理解し、支え合

う態度を身に付けること、集団における役割と責任を果たす

ことなどをねらいとし、各学年の発達の段階に応じた活動を

構成しています。

10 月８日から９日の２日間、集団宿泊自然体験学習として

奥武島キャンプ場において、４・５・６年の臨海学校を実施

しました。島の素材を活かした貝殻アートや追い込み漁、飯

ごう炊飯、キャンプファイヤー等々の活動を通して、共に助

け合い励まし合った仲間との友情を育み、同時に、久米島の

自然の豊かさを満喫するなど多くの事を学習することができ

ました。また、公共物利用の約束やマナーなどについて捉え

直す機会となりました。

臨海学校では、地域や保護者、

講師の皆様など、多くの方々の

ご理解とご協力、支えによって

有意義な活動になりましたこと

に感謝申し上げます。

童
話
・
お
話
大
会
は
、
「
童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
の
活
動
を
通
し
て
表
現
力
の
養

成
に
努
め
、
情
操
教
育
と
言
語
教
育
の
発
展
に
資
す
る
。
」
こ
と
を
目
的
に
全
県
下
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
で
六
十
六
回
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
地
区
に
お
い
て
も
大
会
の
目
的
を
受
け
、
久
米
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
主
催

に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
校
内
童
話
・
お
話
大
会
が
九
月
三

十
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
年
の
代
表
十
二
名
に
よ
る
校

内
大
会
で
は
、
一
人
一
人
が
取
組
の
成
果
を
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

低
学
年
と
高
学
年
で
は
、
話
す
内
容
が
違
い
ま
す
が
、
自
分
の
考
え
や
童
話
等
の

お
話
を
聞
く
相
手
に
感
動
的
に
伝
え
る
た
め
に
、
聞
く
側
を
意
識
し
た
話
の
仕
方
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
会
で
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

内
容
、
相
手
に
し
っ
か
り
と
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
な
適
度
な
声
量
、
話
す
速
さ
、
発

音
、
言
葉
の
使
い
方
、
声
の
高
低
や
強
弱
な
ど
の
声
の
変
化
、
間
の
と
り
方
、
身
振

り
等
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
考
え
て
話
す
こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
、

高
学
年
で
は
、
事
実
や
意
見
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
も
っ
て
根
拠
・
理
由
を
事

例
を
示
し
な
が
ら
話
す
こ
と
等
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

人
前
で
話
す
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
子
ど
も
達
は
、
目
標
を

見
定
め
、
話
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
加
え
て
、
自
分
の
考
え
や
話
の
楽
し
さ
を
伝
え

よ
う
と
一
生
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
工
夫
と
練
習
を
繰
り
返
し
、

人
前
で
話
す
経
験
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
自
信
に
繋
が
り
、
相
手
意
識
が
形
成
さ
れ

豊
か
に
表
現
す
る
力
が
次
第
に
身
に
付
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
年
代
表
の
皆

さ
ん
は
、
貴
重
な
学
習
体
験
を
通
し
て
、
大
き
な
成
長
へ
の
糧
を
得
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

様
々
な
体
験
や
経
験
は
、
物
事
を
多
面
的
に
捉
え
幅
広
い
考
え
に
繋
が
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
い
ろ
い
ろ
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
日
々
の
活
動
や
生
活
の
中
で
力
を
発

揮
し
、
逞
し
く
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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